
私が初めてDAIKENという会社に深く関わったのは、2018

年に社外取締役として着任した時のことです。その時に抱いた

第一印象は、理屈抜きに「素晴らしい会社だ」というものでした。

長年、商社でビジネスの最前線に立ってきた身として、社員一

人ひとりに根付いている「ものづくり」に対する真摯な姿勢は、

何にも代えがたい強みとして非常に魅力的に映ったのです。

企業経営には、時代が変わっても変えてはならないものと、

成長のために変えていくべきものがあります。DAIKENにとっ

て絶対に守り抜くべきもの、それはものづくりに対する技術力

と誠実な姿勢です。

例えば、当社が長年培ってきた「音」に関する技術。この度、

業界でもトップクラスの音の研究施設『音環境ラボラトリー（音

ラボ）』を立ち上げました。ここでは、天井や床、壁を伝う音漏

れまでを緻密に研究し数値化するだけでなく、人間の感覚とし

て理解できるレベルにまで昇華させています。リモートワーク

の普及などにより、住まいに求められる音環境の質はかつてな

く高まっています。都市部における住環境の過密化や、ライフ

スタイルの多様化による音のストレスという現代の社会課題に

対し、当社の技術は確かな解決策を提示できます。また、木質

資源を有効活用する技術においても、軽量化や強度向上といっ

た機能的価値の追求に留まりません。未利用資源を新たな価値

ある素材へと生まれ変わらせる技術は、単なるリサイクルを超

え、サーキュラーエコノミー（資源循環）の実現という地球規模
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の課題に直結する力を持っています。これらは一朝一夕に真似

できるものではありません。先人たちが知恵を絞り、汗を流し

て築き上げてきた、DAIKENの揺るぎない財産です。

私の責務はDAIKENが培ってきたDNAを継承しつつ、次の

成長につなげていくこと。

市場が目まぐるしく変わる中、私がこれまで培ってきた経験・

スキルをDAIKENの強みと掛け合わせることで、市場ニーズに

スピーディーに応えられる会社に変えていきたい。そのために

も、顧客課題起点で市場の変化を先読みした、DAIKENにしか

できない商品・サービス開発を進め、お客様・業界の課題解決

に貢献していきます。

次の10年で最大の脅威となるのは国内市場の縮小です。こ

の環境下で、これまでと同じように作って売るだけのビジネス

を続けていれば、待っているのは厳しい価格競争と市場の縮小

に伴う衰退しかありません。だからこそ、変えていくべきもの

に果敢に挑む覚悟が求められます。その決意の表れの一つが、

昨年の「大建工業」から「DAIKEN」への社名変更です。あえて「工

業」という言葉を外すことで、従来の製造業という枠組みから

脱却し、新たな価値の創造へと舵を切る。同時に、アルファベッ

ト表記に刷新することで、私たちの技術力をグローバル市場へ

と展開していく。DAIKENというブランドを、世界で通用する

信頼の証へと昇華させていきます。

これからのDAIKENが提供すべきは、建材そのものではなく、

その先にある「空間」、そしてそこで人々が過ごす体験や経験で

す。社会に「ここちよさ」を提供する企業へと進化を遂げなけ

ればなりません。しかし、人によって「ここちよさ」の定義は異

なります。例えば、家族が自然と笑顔になれる暖かなリビング、

仕事や趣味に深く没頭できる静かなプライベート空間、あるい

は健やかに深呼吸できる空気環境など、求められる価値は千差

万別です。だからこそ、自分たちの技術を押し付けるのではな

く、お客様の些細なニーズや困りごとに気づくマーケットイン

の感性を研ぎ澄ませる必要があります。

私たちが目指すのは、お客様一人ひとりに寄り添い、理想の

空間をともに創り上げるパートナーとなることです。お客様が

求める「ここちよさ」のアイデアを集め、私たちの技術で形にし

ていく。建材という枠を超えた用途の拡大や、エンジニアリン

グ事業を結びつけることで、DAIKENにしかできないソリュー

ションを提供する。それがDAIKENの目指す次代のビジネス

モデルの一つです。

社会に価値を提供し続けていくためには、企業として持続的

に成長し、強靭な経営基盤を築く必要があります。その道標と

なるのが、長期ビジョン「TryAngle 2035」です。

このビジョンには、建材メーカーの枠を超え、空間や体験を

提供する企業へと進化していくという決意が込められていま

す。「Try」は挑戦を、「Angle」は多様な視点を持つことを意味

します。社員一人ひとりが好奇心を持ち、多様な視点から社会

の課題を見つめ、新しい世界に飛び込んでいく。その挑戦の積

み重ねが、会社の成長と社会への貢献に直結していくはずです。

そして、この長期ビジョンに向けた初年度となる今期、もっと

も大切にしたいのは、信頼の輪を広げることです。企業経営の根

幹は、お客様、お取引先様、そして社会からの信頼にほかなりま

せん。掲げた計画を一つひとつ着実に形にしていくこと。そして、

日々の業務において誠実さを貫き、透明性の高い組織風土を築い

ていくこと。こうした当たり前の積み重ねこそが、DAIKENの

次なる成長を支える揺るぎない礎になると確信しています。

こうしたビジネスモデルの変革を進めるには、何よりも組織

の力を進化させる必要があります。DAIKENには営業部門や

製造部門がそれぞれに誇りを持ち、独立して高いパフォーマン

スを発揮してきた歴史があります。しかしビジネスが複雑化・

高度化する時代において、個別の部門の力だけでは限界があり

ます。グループ全体で多くの子会社を抱える中で、営業、製造、

そして管理部門が持つ多様な専門性をフラットに結集し、全社

一丸となった「総合力」を発揮しなければ新たな価値は生み出

せません。

2024年度の専務執行役員着任以降、注力してきたのが組織

同士の連携による「知の融合」です。管理部門の専門性を今ま

で以上に経営の意思決定に反映させ、グループ全体を俯瞰する

仕組みを整えてきました。異なる視点が交わる時こそ、組織は

最大の力を発揮します。異なるバックグラウンドを持つ人財が

意見をぶつけ合うことで、これまでにない斬新なアイデアが生

まれ、変化の激しい市場にも迅速に対応できる組織へと進化し

ていくのです。

私自身、若い頃に営業部門から突然管理部門へ異動した際、

最初は戸惑いの連続でした。しかし、そこで出会った管理部門

のプロフェッショナルたちの視点に触れたことで、自分の見え

ていた世界がいかに限定的だったかを痛感しました。数字の裏

にある現場の動きを読み解き、会社全体を俯瞰する彼らのアプ

ローチは、営業しか知らなかった私にとって新鮮な驚きであり、

経営の視座を養う大きな転機となったのです。だからこそ、社

員一人ひとりが変化を恐れず、部門間の壁を越えてコミュニ

ケーションを図れる環境をつくりたい。その組織基盤の強化と

して、2026年4月より新たな人事制度をスタートさせました。

職種を大きく5つにわけ、社員一人ひとりのキャリアに応じた

選択肢を拡充しています。加えて、社員が自らのキャリアを主

体的に描けるよう、社内公募も継続しています。また、上司が

部下のキャリアプランに寄り添い、人事が個々のスキルやポテ

ンシャルをデータベース化することで、適材適所の配置や戦略

的なジョブローテーションを可能にしています。こうした取り

組みを通じて、人的資本経営で掲げる挑戦志向の風土をさらに

推進し、当社が求める自律型人財を強化していきます。

国内市場が縮小する中で、DAIKENが成長する機会となり得

るのが海外市場です。為替環境が大きく変化する中、これから

は、海外の製造拠点でつくったものを日本に持ち込むという従

来型だけでなく、海外を巨大なマーケットと捉え新たなビジネ

スモデルにも挑戦していきたい。その試金石となるのが、現在、

カナダで進行中のプロジェクト、DAIKEN North America 

Ltd.（DNAL社）での新木質ボード『DIO woodcore』です。北

米市場における環境意識の高まりや高品質な木質素材へのニー

ズに対し、当社の技術は高い競争力を持っており、現地では大

きな期待を受けています。これが成功すれば、次なるグローバ

ル戦略の扉が開きます。伊藤忠グループが持つ海外での知見や

ネットワークとの協業も視野に入れ、DAIKENの技術力を世界

に展開していきます。

若手時代から海外に赴任して得た経験は、今でも大きな財産

です。文化や価値観、さらにはビジネスの常識すら全く異なる

環境に身を投じたことで、自らの固定観念が打ち砕かれ、多様

性を受け入れることの真の価値を肌で学びました。ゼロから市

場を開拓する泥臭さと、多様性への深い理解。これらの経験を

通じた私の信念は、「人は変化がある時にこそ成長する」という

ことです。

社員が自らその変化の機会を掴み取れるよう、当社でも成長

の場を提供しており、挑戦する自律型人財を後押しする環境が

着実に整いつつあります。カナダのプロジェクトでも社内公募

を行い、自ら手を挙げた熱意のある社員を送り出しました。こ

うした自律的な挑戦をさらに加速させるためには、制度を整え

るだけでなく、挑戦にお互いが共感し、称賛しあえる社内風土

を育むことが不可欠です。社員が多様な視点を持ち、好奇心に

駆られて躊躇なく新しい世界に飛び込んでいけるような組織

を、全社で体現していきます。

DAIKENは今、創業以来培ってきた「ものづくり」のDNAを

進化させ、新たな次元の成長に向けて踏み出す重要な局面にあ

ります。これまでのキャリアを通じて私が学んだのは、いかに

優れた技術や製品であっても、それが社会の課題解決や人々の

豊かさに直結しなければ、持続的な価値を生み出すことはでき

ないということです。DAIKENが持つ確かな技術力に、市場の

変化を先読みする視点や、伊藤忠グループをはじめとする多様

なパートナーとの協創を掛け合わせることで、私たちが社会に

提供できる価値はまだまだ大きく広がると確信しています。

これまで培ってきた歴史と技術を誇りに、建材という枠を超

え、空間と体験の「ここちよさ」を創造する企業へ。すべてのス

テークホルダーの皆様にとって、豊かな空間と体験を支えるな

くてはならない存在として、愛され、選ばれ続けるために、

DAIKENはさらなる挑戦を続けてまいります。

変えてはならないもの
DAIKENの誇る「技術」と「誠実さ」

「マーケットインの感性」で、
新たな市場を創り出す

「ここちいい」を届けるパートナーへ
「モノ」から「コト」へ、次なる成長に挑む

代表取締役 社長執行役員CEO

清洲 忠洋
1965年生まれの大阪出身。大阪外国語大学を卒業後、1988年に伊藤忠商事（株）に入社。生活資材部門で部長職を歴任したのち、2019年にはシンガ
ポールに駐在し、伊藤忠シンガポール社の社長も務めた。2024年に大建工業（当時）へ出向し、専務執行役員COOとして本社統括や危機管理、予算
管理などを担い、2025年からはCSOも兼務。その後、2026年4月に代表取締役 社長執行役員CEOに就任。座右の銘は「笑門来福」。
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4月1日付で、代表取締役 社長執行役員CEOに清洲忠洋が就任。今年度より始動した長期ビジョン

「TryAngle 2035」への想いや成長戦略について、市場環境や社会が大きく変化する中、DAIKENをどのよ

うに変革していくのか――10年後の未来に向けた決意を語ります。
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2024年度の専務執行役員着任以降、注力してきたのが組織

同士の連携による「知の融合」です。管理部門の専門性を今ま

で以上に経営の意思決定に反映させ、グループ全体を俯瞰する

仕組みを整えてきました。異なる視点が交わる時こそ、組織は

最大の力を発揮します。異なるバックグラウンドを持つ人財が

意見をぶつけ合うことで、これまでにない斬新なアイデアが生

まれ、変化の激しい市場にも迅速に対応できる組織へと進化し

ていくのです。

私自身、若い頃に営業部門から突然管理部門へ異動した際、

最初は戸惑いの連続でした。しかし、そこで出会った管理部門

のプロフェッショナルたちの視点に触れたことで、自分の見え

ていた世界がいかに限定的だったかを痛感しました。数字の裏

にある現場の動きを読み解き、会社全体を俯瞰する彼らのアプ

ローチは、営業しか知らなかった私にとって新鮮な驚きであり、

経営の視座を養う大きな転機となったのです。だからこそ、社

員一人ひとりが変化を恐れず、部門間の壁を越えてコミュニ

ケーションを図れる環境をつくりたい。その組織基盤の強化と

して、2026年4月より新たな人事制度をスタートさせました。

職種を大きく5つにわけ、社員一人ひとりのキャリアに応じた

選択肢を拡充しています。加えて、社員が自らのキャリアを主

体的に描けるよう、社内公募も継続しています。また、上司が

部下のキャリアプランに寄り添い、人事が個々のスキルやポテ

ンシャルをデータベース化することで、適材適所の配置や戦略

的なジョブローテーションを可能にしています。こうした取り

組みを通じて、人的資本経営で掲げる挑戦志向の風土をさらに

推進し、当社が求める自律型人財を強化していきます。

国内市場が縮小する中で、DAIKENが成長する機会となり得

るのが海外市場です。為替環境が大きく変化する中、これから

は、海外の製造拠点でつくったものを日本に持ち込むという従

来型だけでなく、海外を巨大なマーケットと捉え新たなビジネ

スモデルにも挑戦していきたい。その試金石となるのが、現在、

カナダで進行中のプロジェクト、DAIKEN North America 

Ltd.（DNAL社）での新木質ボード『DIO woodcore』です。北

米市場における環境意識の高まりや高品質な木質素材へのニー

ズに対し、当社の技術は高い競争力を持っており、現地では大

きな期待を受けています。これが成功すれば、次なるグローバ

ル戦略の扉が開きます。伊藤忠グループが持つ海外での知見や

ネットワークとの協業も視野に入れ、DAIKENの技術力を世界

に展開していきます。

若手時代から海外に赴任して得た経験は、今でも大きな財産

です。文化や価値観、さらにはビジネスの常識すら全く異なる

環境に身を投じたことで、自らの固定観念が打ち砕かれ、多様

性を受け入れることの真の価値を肌で学びました。ゼロから市

場を開拓する泥臭さと、多様性への深い理解。これらの経験を

通じた私の信念は、「人は変化がある時にこそ成長する」という

ことです。

社員が自らその変化の機会を掴み取れるよう、当社でも成長

の場を提供しており、挑戦する自律型人財を後押しする環境が

着実に整いつつあります。カナダのプロジェクトでも社内公募

を行い、自ら手を挙げた熱意のある社員を送り出しました。こ

うした自律的な挑戦をさらに加速させるためには、制度を整え

るだけでなく、挑戦にお互いが共感し、称賛しあえる社内風土

を育むことが不可欠です。社員が多様な視点を持ち、好奇心に

駆られて躊躇なく新しい世界に飛び込んでいけるような組織

を、全社で体現していきます。

DAIKENは今、創業以来培ってきた「ものづくり」のDNAを

進化させ、新たな次元の成長に向けて踏み出す重要な局面にあ

ります。これまでのキャリアを通じて私が学んだのは、いかに

優れた技術や製品であっても、それが社会の課題解決や人々の

豊かさに直結しなければ、持続的な価値を生み出すことはでき

ないということです。DAIKENが持つ確かな技術力に、市場の

変化を先読みする視点や、伊藤忠グループをはじめとする多様

なパートナーとの協創を掛け合わせることで、私たちが社会に

提供できる価値はまだまだ大きく広がると確信しています。

これまで培ってきた歴史と技術を誇りに、建材という枠を超

え、空間と体験の「ここちよさ」を創造する企業へ。すべてのス

テークホルダーの皆様にとって、豊かな空間と体験を支えるな

くてはならない存在として、愛され、選ばれ続けるために、

DAIKENはさらなる挑戦を続けてまいります。

変えてはならないもの
DAIKENの誇る「技術」と「誠実さ」

「マーケットインの感性」で、
新たな市場を創り出す

「ここちいい」を届けるパートナーへ
「モノ」から「コト」へ、次なる成長に挑む

代表取締役 社長執行役員CEO

清洲 忠洋
1965年生まれの大阪出身。大阪外国語大学を卒業後、1988年に伊藤忠商事（株）に入社。生活資材部門で部長職を歴任したのち、2019年にはシンガ
ポールに駐在し、伊藤忠シンガポール社の社長も務めた。2024年に大建工業（当時）へ出向し、専務執行役員COOとして本社統括や危機管理、予算
管理などを担い、2025年からはCSOも兼務。その後、2026年4月に代表取締役 社長執行役員CEOに就任。座右の銘は「笑門来福」。

トップメッセージ

4月1日付で、代表取締役 社長執行役員CEOに清洲忠洋が就任。今年度より始動した長期ビジョン

「TryAngle 2035」への想いや成長戦略について、市場環境や社会が大きく変化する中、DAIKENをどのよ

うに変革していくのか――10年後の未来に向けた決意を語ります。
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私が初めてDAIKENという会社に深く関わったのは、2018

年に社外取締役として着任した時のことです。その時に抱いた

第一印象は、理屈抜きに「素晴らしい会社だ」というものでした。

長年、商社でビジネスの最前線に立ってきた身として、社員一

人ひとりに根付いている「ものづくり」に対する真摯な姿勢は、

何にも代えがたい強みとして非常に魅力的に映ったのです。

企業経営には、時代が変わっても変えてはならないものと、

成長のために変えていくべきものがあります。DAIKENにとっ

て絶対に守り抜くべきもの、それはものづくりに対する技術力

と誠実な姿勢です。

例えば、当社が長年培ってきた「音」に関する技術。この度、

業界でもトップクラスの音の研究施設『音環境ラボラトリー（音

ラボ）』を立ち上げました。ここでは、天井や床、壁を伝う音漏

れまでを緻密に研究し数値化するだけでなく、人間の感覚とし

て理解できるレベルにまで昇華させています。リモートワーク

の普及などにより、住まいに求められる音環境の質はかつてな

く高まっています。都市部における住環境の過密化や、ライフ

スタイルの多様化による音のストレスという現代の社会課題に

対し、当社の技術は確かな解決策を提示できます。また、木質

資源を有効活用する技術においても、軽量化や強度向上といっ

た機能的価値の追求に留まりません。未利用資源を新たな価値

ある素材へと生まれ変わらせる技術は、単なるリサイクルを超

え、サーキュラーエコノミー（資源循環）の実現という地球規模

の課題に直結する力を持っています。これらは一朝一夕に真似

できるものではありません。先人たちが知恵を絞り、汗を流し

て築き上げてきた、DAIKENの揺るぎない財産です。

私の責務はDAIKENが培ってきたDNAを継承しつつ、次の

成長につなげていくこと。

市場が目まぐるしく変わる中、私がこれまで培ってきた経験・

スキルをDAIKENの強みと掛け合わせることで、市場ニーズに

スピーディーに応えられる会社に変えていきたい。そのために

も、顧客課題起点で市場の変化を先読みした、DAIKENにしか

できない商品・サービス開発を進め、お客様・業界の課題解決

に貢献していきます。

次の10年で最大の脅威となるのは国内市場の縮小です。こ

の環境下で、これまでと同じように作って売るだけのビジネス

を続けていれば、待っているのは厳しい価格競争と市場の縮小

に伴う衰退しかありません。だからこそ、変えていくべきもの

に果敢に挑む覚悟が求められます。その決意の表れの一つが、

昨年の「大建工業」から「DAIKEN」への社名変更です。あえて「工

業」という言葉を外すことで、従来の製造業という枠組みから

脱却し、新たな価値の創造へと舵を切る。同時に、アルファベッ

ト表記に刷新することで、私たちの技術力をグローバル市場へ

と展開していく。DAIKENというブランドを、世界で通用する

信頼の証へと昇華させていきます。

これからのDAIKENが提供すべきは、建材そのものではなく、

その先にある「空間」、そしてそこで人々が過ごす体験や経験で

す。社会に「ここちよさ」を提供する企業へと進化を遂げなけ

ればなりません。しかし、人によって「ここちよさ」の定義は異

なります。例えば、家族が自然と笑顔になれる暖かなリビング、

仕事や趣味に深く没頭できる静かなプライベート空間、あるい

は健やかに深呼吸できる空気環境など、求められる価値は千差

万別です。だからこそ、自分たちの技術を押し付けるのではな

く、お客様の些細なニーズや困りごとに気づくマーケットイン

の感性を研ぎ澄ませる必要があります。

私たちが目指すのは、お客様一人ひとりに寄り添い、理想の

空間をともに創り上げるパートナーとなることです。お客様が

求める「ここちよさ」のアイデアを集め、私たちの技術で形にし

ていく。建材という枠を超えた用途の拡大や、エンジニアリン

グ事業を結びつけることで、DAIKENにしかできないソリュー

ションを提供する。それがDAIKENの目指す次代のビジネス

モデルの一つです。

社会に価値を提供し続けていくためには、企業として持続的

に成長し、強靭な経営基盤を築く必要があります。その道標と

なるのが、長期ビジョン「TryAngle 2035」です。

このビジョンには、建材メーカーの枠を超え、空間や体験を

提供する企業へと進化していくという決意が込められていま

す。「Try」は挑戦を、「Angle」は多様な視点を持つことを意味

します。社員一人ひとりが好奇心を持ち、多様な視点から社会

の課題を見つめ、新しい世界に飛び込んでいく。その挑戦の積

み重ねが、会社の成長と社会への貢献に直結していくはずです。

そして、この長期ビジョンに向けた初年度となる今期、もっと

も大切にしたいのは、信頼の輪を広げることです。企業経営の根

幹は、お客様、お取引先様、そして社会からの信頼にほかなりま

せん。掲げた計画を一つひとつ着実に形にしていくこと。そして、

日々の業務において誠実さを貫き、透明性の高い組織風土を築い

ていくこと。こうした当たり前の積み重ねこそが、DAIKENの

次なる成長を支える揺るぎない礎になると確信しています。

こうしたビジネスモデルの変革を進めるには、何よりも組織

の力を進化させる必要があります。DAIKENには営業部門や

製造部門がそれぞれに誇りを持ち、独立して高いパフォーマン

スを発揮してきた歴史があります。しかしビジネスが複雑化・

高度化する時代において、個別の部門の力だけでは限界があり

ます。グループ全体で多くの子会社を抱える中で、営業、製造、

そして管理部門が持つ多様な専門性をフラットに結集し、全社

一丸となった「総合力」を発揮しなければ新たな価値は生み出

せません。

2024年度の専務執行役員着任以降、注力してきたのが組織

同士の連携による「知の融合」です。管理部門の専門性を今ま

で以上に経営の意思決定に反映させ、グループ全体を俯瞰する

仕組みを整えてきました。異なる視点が交わる時こそ、組織は

最大の力を発揮します。異なるバックグラウンドを持つ人財が

意見をぶつけ合うことで、これまでにない斬新なアイデアが生

まれ、変化の激しい市場にも迅速に対応できる組織へと進化し

ていくのです。

私自身、若い頃に営業部門から突然管理部門へ異動した際、

最初は戸惑いの連続でした。しかし、そこで出会った管理部門

のプロフェッショナルたちの視点に触れたことで、自分の見え

ていた世界がいかに限定的だったかを痛感しました。数字の裏

にある現場の動きを読み解き、会社全体を俯瞰する彼らのアプ

ローチは、営業しか知らなかった私にとって新鮮な驚きであり、

経営の視座を養う大きな転機となったのです。だからこそ、社

員一人ひとりが変化を恐れず、部門間の壁を越えてコミュニ

ケーションを図れる環境をつくりたい。その組織基盤の強化と

して、2026年4月より新たな人事制度をスタートさせました。

職種を大きく5つにわけ、社員一人ひとりのキャリアに応じた

選択肢を拡充しています。加えて、社員が自らのキャリアを主

体的に描けるよう、社内公募も継続しています。また、上司が

部下のキャリアプランに寄り添い、人事が個々のスキルやポテ

ンシャルをデータベース化することで、適材適所の配置や戦略

的なジョブローテーションを可能にしています。こうした取り

組みを通じて、人的資本経営で掲げる挑戦志向の風土をさらに

推進し、当社が求める自律型人財を強化していきます。

国内市場が縮小する中で、DAIKENが成長する機会となり得

るのが海外市場です。為替環境が大きく変化する中、これから

は、海外の製造拠点でつくったものを日本に持ち込むという従

来型だけでなく、海外を巨大なマーケットと捉え新たなビジネ

スモデルにも挑戦していきたい。その試金石となるのが、現在、

カナダで進行中のプロジェクト、DAIKEN North America 

Ltd.（DNAL社）での新木質ボード『DIO woodcore』です。北

米市場における環境意識の高まりや高品質な木質素材へのニー

ズに対し、当社の技術は高い競争力を持っており、現地では大

きな期待を受けています。これが成功すれば、次なるグローバ

ル戦略の扉が開きます。伊藤忠グループが持つ海外での知見や

ネットワークとの協業も視野に入れ、DAIKENの技術力を世界

に展開していきます。

若手時代から海外に赴任して得た経験は、今でも大きな財産

です。文化や価値観、さらにはビジネスの常識すら全く異なる

環境に身を投じたことで、自らの固定観念が打ち砕かれ、多様

性を受け入れることの真の価値を肌で学びました。ゼロから市

場を開拓する泥臭さと、多様性への深い理解。これらの経験を

通じた私の信念は、「人は変化がある時にこそ成長する」という

ことです。

社員が自らその変化の機会を掴み取れるよう、当社でも成長

の場を提供しており、挑戦する自律型人財を後押しする環境が

着実に整いつつあります。カナダのプロジェクトでも社内公募

を行い、自ら手を挙げた熱意のある社員を送り出しました。こ

うした自律的な挑戦をさらに加速させるためには、制度を整え

るだけでなく、挑戦にお互いが共感し、称賛しあえる社内風土

を育むことが不可欠です。社員が多様な視点を持ち、好奇心に

駆られて躊躇なく新しい世界に飛び込んでいけるような組織

を、全社で体現していきます。

DAIKENは今、創業以来培ってきた「ものづくり」のDNAを

進化させ、新たな次元の成長に向けて踏み出す重要な局面にあ

ります。これまでのキャリアを通じて私が学んだのは、いかに

優れた技術や製品であっても、それが社会の課題解決や人々の

豊かさに直結しなければ、持続的な価値を生み出すことはでき

ないということです。DAIKENが持つ確かな技術力に、市場の

変化を先読みする視点や、伊藤忠グループをはじめとする多様

なパートナーとの協創を掛け合わせることで、私たちが社会に

提供できる価値はまだまだ大きく広がると確信しています。

これまで培ってきた歴史と技術を誇りに、建材という枠を超

え、空間と体験の「ここちよさ」を創造する企業へ。すべてのス

テークホルダーの皆様にとって、豊かな空間と体験を支えるな

くてはならない存在として、愛され、選ばれ続けるために、

DAIKENはさらなる挑戦を続けてまいります。

組織の壁を越え、「知の融合」で
グループの総合力を最大化する

新長期ビジョン「TryAngle 2035」が始動
多様な視点で挑戦し、確かな「信頼」を築く

こうした変革を牽引するのは、
ほかでもない「人」です

「ここちよさ」をともに創り上げる存在として、
次なる成長へ

培ってきた技術力で、北米市場に挑む
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私が初めてDAIKENという会社に深く関わったのは、2018

年に社外取締役として着任した時のことです。その時に抱いた

第一印象は、理屈抜きに「素晴らしい会社だ」というものでした。

長年、商社でビジネスの最前線に立ってきた身として、社員一

人ひとりに根付いている「ものづくり」に対する真摯な姿勢は、

何にも代えがたい強みとして非常に魅力的に映ったのです。

企業経営には、時代が変わっても変えてはならないものと、

成長のために変えていくべきものがあります。DAIKENにとっ

て絶対に守り抜くべきもの、それはものづくりに対する技術力

と誠実な姿勢です。

例えば、当社が長年培ってきた「音」に関する技術。この度、

業界でもトップクラスの音の研究施設『音環境ラボラトリー（音

ラボ）』を立ち上げました。ここでは、天井や床、壁を伝う音漏

れまでを緻密に研究し数値化するだけでなく、人間の感覚とし

て理解できるレベルにまで昇華させています。リモートワーク

の普及などにより、住まいに求められる音環境の質はかつてな

く高まっています。都市部における住環境の過密化や、ライフ

スタイルの多様化による音のストレスという現代の社会課題に

対し、当社の技術は確かな解決策を提示できます。また、木質

資源を有効活用する技術においても、軽量化や強度向上といっ

た機能的価値の追求に留まりません。未利用資源を新たな価値

ある素材へと生まれ変わらせる技術は、単なるリサイクルを超

え、サーキュラーエコノミー（資源循環）の実現という地球規模

の課題に直結する力を持っています。これらは一朝一夕に真似

できるものではありません。先人たちが知恵を絞り、汗を流し

て築き上げてきた、DAIKENの揺るぎない財産です。

私の責務はDAIKENが培ってきたDNAを継承しつつ、次の

成長につなげていくこと。

市場が目まぐるしく変わる中、私がこれまで培ってきた経験・

スキルをDAIKENの強みと掛け合わせることで、市場ニーズに

スピーディーに応えられる会社に変えていきたい。そのために

も、顧客課題起点で市場の変化を先読みした、DAIKENにしか

できない商品・サービス開発を進め、お客様・業界の課題解決

に貢献していきます。

次の10年で最大の脅威となるのは国内市場の縮小です。こ

の環境下で、これまでと同じように作って売るだけのビジネス

を続けていれば、待っているのは厳しい価格競争と市場の縮小

に伴う衰退しかありません。だからこそ、変えていくべきもの

に果敢に挑む覚悟が求められます。その決意の表れの一つが、

昨年の「大建工業」から「DAIKEN」への社名変更です。あえて「工

業」という言葉を外すことで、従来の製造業という枠組みから

脱却し、新たな価値の創造へと舵を切る。同時に、アルファベッ

ト表記に刷新することで、私たちの技術力をグローバル市場へ

と展開していく。DAIKENというブランドを、世界で通用する

信頼の証へと昇華させていきます。

これからのDAIKENが提供すべきは、建材そのものではなく、

その先にある「空間」、そしてそこで人々が過ごす体験や経験で

す。社会に「ここちよさ」を提供する企業へと進化を遂げなけ

ればなりません。しかし、人によって「ここちよさ」の定義は異

なります。例えば、家族が自然と笑顔になれる暖かなリビング、

仕事や趣味に深く没頭できる静かなプライベート空間、あるい

は健やかに深呼吸できる空気環境など、求められる価値は千差

万別です。だからこそ、自分たちの技術を押し付けるのではな

く、お客様の些細なニーズや困りごとに気づくマーケットイン

の感性を研ぎ澄ませる必要があります。

私たちが目指すのは、お客様一人ひとりに寄り添い、理想の

空間をともに創り上げるパートナーとなることです。お客様が

求める「ここちよさ」のアイデアを集め、私たちの技術で形にし

ていく。建材という枠を超えた用途の拡大や、エンジニアリン

グ事業を結びつけることで、DAIKENにしかできないソリュー

ションを提供する。それがDAIKENの目指す次代のビジネス

モデルの一つです。

社会に価値を提供し続けていくためには、企業として持続的

に成長し、強靭な経営基盤を築く必要があります。その道標と

なるのが、長期ビジョン「TryAngle 2035」です。

このビジョンには、建材メーカーの枠を超え、空間や体験を

提供する企業へと進化していくという決意が込められていま

す。「Try」は挑戦を、「Angle」は多様な視点を持つことを意味

します。社員一人ひとりが好奇心を持ち、多様な視点から社会

の課題を見つめ、新しい世界に飛び込んでいく。その挑戦の積

み重ねが、会社の成長と社会への貢献に直結していくはずです。

そして、この長期ビジョンに向けた初年度となる今期、もっと

も大切にしたいのは、信頼の輪を広げることです。企業経営の根

幹は、お客様、お取引先様、そして社会からの信頼にほかなりま

せん。掲げた計画を一つひとつ着実に形にしていくこと。そして、

日々の業務において誠実さを貫き、透明性の高い組織風土を築い

ていくこと。こうした当たり前の積み重ねこそが、DAIKENの

次なる成長を支える揺るぎない礎になると確信しています。

こうしたビジネスモデルの変革を進めるには、何よりも組織

の力を進化させる必要があります。DAIKENには営業部門や

製造部門がそれぞれに誇りを持ち、独立して高いパフォーマン

スを発揮してきた歴史があります。しかしビジネスが複雑化・

高度化する時代において、個別の部門の力だけでは限界があり

ます。グループ全体で多くの子会社を抱える中で、営業、製造、

そして管理部門が持つ多様な専門性をフラットに結集し、全社

一丸となった「総合力」を発揮しなければ新たな価値は生み出

せません。

2024年度の専務執行役員着任以降、注力してきたのが組織

同士の連携による「知の融合」です。管理部門の専門性を今ま

で以上に経営の意思決定に反映させ、グループ全体を俯瞰する

仕組みを整えてきました。異なる視点が交わる時こそ、組織は

最大の力を発揮します。異なるバックグラウンドを持つ人財が

意見をぶつけ合うことで、これまでにない斬新なアイデアが生

まれ、変化の激しい市場にも迅速に対応できる組織へと進化し

ていくのです。

私自身、若い頃に営業部門から突然管理部門へ異動した際、

最初は戸惑いの連続でした。しかし、そこで出会った管理部門

のプロフェッショナルたちの視点に触れたことで、自分の見え

ていた世界がいかに限定的だったかを痛感しました。数字の裏

にある現場の動きを読み解き、会社全体を俯瞰する彼らのアプ

ローチは、営業しか知らなかった私にとって新鮮な驚きであり、

経営の視座を養う大きな転機となったのです。だからこそ、社

員一人ひとりが変化を恐れず、部門間の壁を越えてコミュニ

ケーションを図れる環境をつくりたい。その組織基盤の強化と

して、2026年4月より新たな人事制度をスタートさせました。

職種を大きく5つにわけ、社員一人ひとりのキャリアに応じた

選択肢を拡充しています。加えて、社員が自らのキャリアを主

体的に描けるよう、社内公募も継続しています。また、上司が

部下のキャリアプランに寄り添い、人事が個々のスキルやポテ

ンシャルをデータベース化することで、適材適所の配置や戦略

的なジョブローテーションを可能にしています。こうした取り

組みを通じて、人的資本経営で掲げる挑戦志向の風土をさらに

推進し、当社が求める自律型人財を強化していきます。

国内市場が縮小する中で、DAIKENが成長する機会となり得

るのが海外市場です。為替環境が大きく変化する中、これから

は、海外の製造拠点でつくったものを日本に持ち込むという従

来型だけでなく、海外を巨大なマーケットと捉え新たなビジネ

スモデルにも挑戦していきたい。その試金石となるのが、現在、

カナダで進行中のプロジェクト、DAIKEN North America 

Ltd.（DNAL社）での新木質ボード『DIO woodcore』です。北

米市場における環境意識の高まりや高品質な木質素材へのニー

ズに対し、当社の技術は高い競争力を持っており、現地では大

きな期待を受けています。これが成功すれば、次なるグローバ

ル戦略の扉が開きます。伊藤忠グループが持つ海外での知見や

ネットワークとの協業も視野に入れ、DAIKENの技術力を世界

に展開していきます。

若手時代から海外に赴任して得た経験は、今でも大きな財産

です。文化や価値観、さらにはビジネスの常識すら全く異なる

環境に身を投じたことで、自らの固定観念が打ち砕かれ、多様

性を受け入れることの真の価値を肌で学びました。ゼロから市

場を開拓する泥臭さと、多様性への深い理解。これらの経験を

通じた私の信念は、「人は変化がある時にこそ成長する」という

ことです。

社員が自らその変化の機会を掴み取れるよう、当社でも成長

の場を提供しており、挑戦する自律型人財を後押しする環境が

着実に整いつつあります。カナダのプロジェクトでも社内公募

を行い、自ら手を挙げた熱意のある社員を送り出しました。こ

うした自律的な挑戦をさらに加速させるためには、制度を整え

るだけでなく、挑戦にお互いが共感し、称賛しあえる社内風土

を育むことが不可欠です。社員が多様な視点を持ち、好奇心に

駆られて躊躇なく新しい世界に飛び込んでいけるような組織

を、全社で体現していきます。

DAIKENは今、創業以来培ってきた「ものづくり」のDNAを

進化させ、新たな次元の成長に向けて踏み出す重要な局面にあ

ります。これまでのキャリアを通じて私が学んだのは、いかに

優れた技術や製品であっても、それが社会の課題解決や人々の

豊かさに直結しなければ、持続的な価値を生み出すことはでき

ないということです。DAIKENが持つ確かな技術力に、市場の

変化を先読みする視点や、伊藤忠グループをはじめとする多様

なパートナーとの協創を掛け合わせることで、私たちが社会に

提供できる価値はまだまだ大きく広がると確信しています。

これまで培ってきた歴史と技術を誇りに、建材という枠を超

え、空間と体験の「ここちよさ」を創造する企業へ。すべてのス

テークホルダーの皆様にとって、豊かな空間と体験を支えるな

くてはならない存在として、愛され、選ばれ続けるために、

DAIKENはさらなる挑戦を続けてまいります。

組織の壁を越え、「知の融合」で
グループの総合力を最大化する

新長期ビジョン「TryAngle 2035」が始動
多様な視点で挑戦し、確かな「信頼」を築く

こうした変革を牽引するのは、
ほかでもない「人」です

「ここちよさ」をともに創り上げる存在として、
次なる成長へ

培ってきた技術力で、北米市場に挑む
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